





GRADUATE SCHOOL OF HUMANITIES AND SOCIAL SCIENCES 
 
NAGOYA CITY UNIVERSITY 
NAGOYA JAPAN 
JUNE 2007 










The “Engi” Document of the Sinhase Temple belong 
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事柄を述べる順序や内容（亀の報恩譚と総持寺創建に至るまでの経緯に関する説話を詳述するか否かなど）に違いが見られることから二系統に分類でき、本紹介では、本文系統を異 する二伝本を紹介す 。まず、翻刻する伝本の略書誌を記す。両伝本とも外題なし、または後補の外題であり、内題もないため、仮題として、本稿では『吉田文庫神道書目録』 （天理図書館編、一九六
五）の書名に従っておきたい。
 



















































木箱入。上蓋に紙が添付されていた様だが現存せず未詳。料紙裏に金切箔散。奥書の記述を『公卿補任』で確認すると、この縁起は、元禄八年に左衛門督であった飛鳥井雅豊（一六六四ー一七一二） より書かれたも であること、また、同年に左兵衛督であった卜部兼連［吉田兼敬］ （一六五三ー一七三一）よって奥書が記されたことがわかる。近衛関白は、近衛基熙（一六四八ー一七二二）であると考えられるが、基熙筆の縁起に関しては未詳。また、当時、新長谷寺住持であったという玄智は、延宝九年（一六八一）成立の『東西歴覧記』に名前が確認でき、同一人物と考えられる。吉田文庫蔵「新長谷寺関係書類」 （吉三四―七三）によると、玄智 正徳五年（一七一五）六月五日に没している。
 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 10   201 
供養の日、慈恵大師の直弟恵心院の
 
僧都を導師とす。前後七日、紫雲たな
 
ひき、天華雪 ことし。春日、若宮、白山
 
大権現、大弁才尊天御影向と云々。則、
 
当寺鎮守の社是也。彼女院、当社当寺
 
を御信仰あり。依て永延元年に
 
吉田の春日を勅祭になされ、同十一月
 
中の申の日、行幸 ありて、右大臣清
 
丸公七世の孫、神祇大副卜部兼延宿祢
 
をあつかりとし、彼時風・秀行の二流の子
 
孫を祠官として、兼延宿祢に附下さる。
 
帝御崇敬ありて、卯月中の子の日
 
降臨の日なれは夏祭とし 十一月中
 
申の日、奈良祭に准し 冬祭と
 
定め、勅祭になされけり。依て上摂
 
禄大臣より下士農工商に及ふまて、
 
敬信の首をかたふけすといふ事なし。
 
長和五
 丙
辰年、御堂関白殿下御自
 
筆の御書を兼延宿祢に給はりて、
 
奈良の京にては、三笠山を氏社氏寺と
 
す。平安城 今は吉田を以て、三笠山に
 
准して崇敬あるへしと云々。抑、中納言
 
山蔭卿は房前卿より六世の孫、越前守
 
高房の御子、御母は真夏卿の御むすめ也。
 
文徳天皇 宇 仁寿四年に初冠して
 
昇進めてたく、中納言まて上り給ふ。此
 
卿、常に信心善根におはし して、春日
 
の社、新長谷寺を てたまひ、うみの
 
子のさかへめてたきも、ひとへに此社此寺
 
の応護にある きをや。しかれは、貴き
 
より賤に及ふまて 信心のまことを
 
いたし、利生のちかひをたのまさらめ
 
かも。
 
  （研究紀要編集部は、編集発行規程第五条に基づき、本原稿の査読を論文審
査委員会に依頼し、本原稿を本誌に掲載可とする判定を受理する、二〇〇七年五月八日付） 。
 
 
  
  
 
天理大学附属天理図書館蔵『新長谷寺縁起』
一〇
